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1. はじめに 

著しく劣化した RC 建築物の代表である端島の建物群を

維持・保全するためには、建物ごとに、劣化の度合いを

考慮した構造安全性能の評価を行い、更に、その結果に

基づいて、適切な改修策を検討する必要がある。そこで

本稿では端島の 3 号棟を対象として、調査によって劣化

状況を把握し、構造性能に及ぼす影響を検討する。 

 

2. 対象建物 

対象建物は端島で最も高い位置に建ち、シンボル的な

建築物である3号棟とする。図1に建物の南側外観、図2

に島における3号棟の位置を示す。3号棟は半地下階を有

するが、詳細な調査は未済のため半地下を除いた地上4

層を対象とする。建物概要を表1に示す。文献1）と調査

結果を基に伏図を作成した。全ての階で共通であり、基

準階伏図に部材符号を付して図3に示す。同図の通り、

桁行方向をX、梁間方向をYとする。 

 

 

図 1 3 号棟の南側外観 

 

表 1 建物概要 

建物名称 3号棟 

建設年 昭和34年（1959年） 

用 途 職員住宅 

構造種別 
桁行方向 RCラーメン構造 

梁間方向 RC耐震壁付きラーメン構造 

階 数 地上4階＋半地下１階 

延床面積 1,588 m2 

階 高 1～4階；2.9 m 

地盤と基礎形式 岩上で直接基礎 

 

 

図2 端島における3号棟の位置 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 基準階伏図 

 

 

 

 

 

 
 

図 4 X1 通り架構図 

 

 

 

 

 

 
 

図 5 X3 通り架構図 

3. 調査 

 対象建物における部材情報と劣化状況は前報（その 1）

に示した調査の結果から本稿に反映した。 

3.1 部材情報 

 主架構の寸法計測と鉄筋探査の結果から柱・梁・壁を

表 2 のように仮定した。なお、床スラブの配筋は不明で

ある。仮定した部材寸法と雑壁位置の調査結果から作成

した X1、X3 通りの架構図を図 4、図 5 に示す。網掛け部

は開口を表す。梁寸法の計測の様子を図 6に例示する。 
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3.2 構造部材の.劣化状況 

前報（その 2）に示した基準に従い、各階において柱・

壁・梁の劣化度を調査した。その結果を図 7 に示す。無

色の部材は劣化度 0 である。柱に劣化度 III 以上の損傷は

見られず、2～4階において建物の西側の梁に劣化度 IV に

相当する損傷が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 梁寸法の計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 室内の造作物の劣化状況 

 

4. 劣化による構造性能の低下 

前報（その 3）に示す方法で求めた 3 号棟の鉛直荷重支

持性能残存率 RL と耐震性能残存率 RE を表 3 に示す。RL

は 2 階の 98%が最低であり、劣化による影響は少ないこ

とがわかる。一方、REについては、Y 方向より X 方向が

低く、2 階 X 方向の 83％が最低である。図 8 に示すよう

に、室内の木製造作物の劣化や損傷は顕著であるが、構

造体の劣化は比較的に進行していない。3 号棟の構造体の

劣化が軽度であった要因として、島の建物の中では比較

的竣工年が新しいこと、また、島中央の高台に位置し、

潮風の影響が他よりは小さいことが考えられる。 

 

5. まとめ 

端島の 3 号棟について、部材の詳細と劣化度の調査を

行い、構造性能の残存率を求めた。3 号棟の劣化は、同島

の他の建物に比べて軽度であることがわかった。 

 

 

 

 

表 2 柱・梁・耐震壁の断面(仮定) 

 

 

 

 

 

 

 

■：劣化度Ⅰ ■：劣化度Ⅱ ■：劣化度Ⅲ ■：劣化度Ⅳ 

図 7 構造部材の劣化状況 

 

表 3  鉛直荷重支持性能残存率 RL・耐震性能残存率 RE 

階 1F 2F 3F 4F 

RL 99% 98% 99% 99% 

RE 
X方向 90% 83% 85% 87% 

Y方向 97% 96% 97% 98% 

 

符号

帯筋 □-Φ9@220

8-19Φ

300×800

8-19Φ

400×600500×500600×600寸法

主筋 8-19Φ8-19Φ

□-Φ9@250□-Φ9@250□-Φ9@220

断面

　梁間方向　梁桁行方向　梁柱C2柱C1

符号

厚さ

縦筋

横筋

耐震壁W1 耐震壁 W2

Φ9@230 Φ9@230

Φ9@230 Φ9@230

200 250

3F 

2F 

4F 

1F 

(mm) 
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